
 

 
 

 

令和６年度のスタートにあたって 

校長 福田 博志 

 花が咲き、樹木にも新緑が芽吹き、春の訪れを感じられるようにな

りました。保護者・地域の皆様におかれましては日頃より本校の教育

活動の充実・進展のためにご支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。私は、4 月 1 日に、浅野 克裕校長の後任として着任いたし

ました福田 博志（ふくだ ひろし）と申します。本校が築いてきた

7８年の伝統を大切に継承しつつ、さらに充実した教育活動を推進し

ていくために教職員一丸となって取り組んでまいります。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 さて、本日は希望を胸に１４９名の新入生が入学し、全校生徒数  

４０６名、1４学級編成で令和６年度の学校生活がスタートしまし

た。生徒一人ひとりが個性あふれる「花」を咲かせることができる  

よう、充実した学校生活を送ってほしいと願っています。 

 

年度初めに私から生徒の皆さんへ、二つのことをお願いします。一つ目。「人に対してやさしい人」

になってもらいたいということです。行動する際や言葉を発する際に自分の心を通して相手の心を思い

やることを常に心がけられる人であってほしいと願っています。二つ目。自分の得意なこと好きなこと

を見つけ、大切に磨いてください。人は得意なことがあれば、それが自信となり、人生を豊かにするこ

とができます。不得意なこと苦手なことを克服する努力も大切ですが、まずは得意なことを一つピカピ

カに磨き上げてください。得意なことを生かして自分らしく輝いて生きてほしいと願っています。 

皆さんは無限の可能性を秘めています。中学時代は青春の真っただ中で様々な力を伸ばすことができ

る素晴らしい時期でもあります。ぜひ、『快活に』どんどん挑戦してみてください。失敗しても構いま

せん。今日は失敗しても明日は成功するかもしれないのですから。 

自分の「よさ」を生かして活躍する皆さんを校長室から応援しています。 

 

学校教育目標 『快活に』 知・徳・体・コミュニケーション 

学校経営方針 「寄り添い 導き 見届ける」教育の実践 

～本物を教え、本気を学ばせる学校教育～ 

目指す生徒像 「希望を持ち、優しさと思いやりがある、元気な生徒」 

 

 

さいたま市立大成中学校 学校だより 

  令和６年４月８日 
 


